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スマート農業を推進するため農業者のニーズ把握

農業総合試験場
（長久手市）

新しい普及指導員育成計画に基づく新任者研修を開催

三の丸庁舎（名古屋市）

「祖父江ぎんなん」の出荷統一組織が誕生

稲沢市

　農業総合試験場では、スマート農業技術等の開発をすすめるため、「革
新技術開発会議」を設置しました。会議では先進地やメーカーから「シー
ズ」を、農業者や実需者から「ニーズ」を調査し、意見交換することで新
たな技術開発につなげていきます。
　この中で、普及戦略部は現場のニーズ把握を担います。顕在化している
ニーズだけでなく、潜在的なニーズを把握する必要があるため、経営上の
課題・問題、スマート農機の改良要望などから分析する必要があります。
このため、農業者等からの聞き取りだけでなく、普及課やＪＡなどにも協
力をいただき、幅広く情報を収集していきます。

県域

令和３年５月13日、14日
　普及指導員研修は、普及指導員人材育成計画に基づいて実施しています
が、今回、外部評価委員の意見を取り入れ、目指す普及指導員像や必要な
資質を見直しました。これに基づき、令和３年度新任者研修を開催しまし
た。研修１日目は普及方法の原理原則と普及方法、２日目は担い手育成確
保の取組などをテーマに説明を行いました。新任者は２日間の研修を通し
て信頼関係を築くためのコミュニケーションの重要性を実感していた様子
です。
　なお、普及新任者の育成にあたっては、各新任者のＯＪＴチームに普及
戦略部の普及指導員が個別に入り、ＯＪＴ計画の目標達成を支援していき
ます。

地域 報告内容 写真等

尾張

令和３年４月22日　当管内のギンナンは、山崎園芸出荷組合、祖父江町そ菜園芸組合、祖父
江ぎんなん出荷組合の３つの組織に分かれて出荷されてきました。平成21
年度に、「祖父江ぎんなん」の地域団体商標（権利者：ＪＡ愛知西）を取
得し、その後組織の一本化に向けて出荷基準や集荷時間等の課題を一つ一
つ解決してきました。
　このほど生産者122名で、統一組織「祖父江ぎんなんブランド部会」を
発足しました。「祖父江ぎんなん」は出荷の一元化で、地域の活性化と販
売力の向上を目指します。

県域

令和３年５月12日

農業情報（令和３年５月号）

抱負を語る光田新部会長

スマート農業の推進イメージ

令和３年度普及新任者
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名物？和牛の放牧が今年も始まる

長久手市

「なつきらり」で不耕起Ｖ溝直播を初の取組

名古屋市港区、
北名古屋市

有望米品種を食べ比べ　～愛知135号、きぬむすめは高評価～

ＪＡ尾張中央本店
（小牧市）

尾張

令和３年４月28日　ＪＡ尾張中央は小牧受託部会及び春日井オペレーター連絡協議会を対象
に米の食味会を開催しました。用意されたのは「あいちのかおりＳＢ
Ｌ」、「コシヒカリ」「なつきらり」「愛知１３５号」「きぬむすめ」の
５品種で、集まった32名が試食し、採点を行いました。その結果、１位
「愛知１３５号」、２位「きぬむすめ」、３位「なつきらり」となり、
「愛知１３５号」への期待が高まりました。「きぬむすめ」は直売所
（ぐぅぴぃひろば）での新米販売開始のＰＲ用として、「愛知１３５号」
は一般栽培開始前の試験栽培として、令和３年度から小牧市及び春日井市
で初めて栽培されます。

尾張

令和３年４月下旬　長久手市のＫ牧場で恒例となっている耕作放棄地（４ha）への繁殖牛の
放牧が今年も始まりました。繁殖牛の放牧は、分娩事故の低減等に効果的
で、県内では、耕作放棄地対策も併せて平成18年頃より各地で行われてき
ましたが、電気牧柵の設置などの放牧管理の煩雑さを理由に次第に減少
し、今ではＫ牧場のみが行っています。また、放牧牛の元気な姿を一目見
ようと近隣住民の見学が多数あり、地域の憩いの場となっています。
　放牧は転牧しながら10月頃まで継続される予定で、農業改良普及課で
は、放牧中における繁殖牛の飼養管理の向上と放牧地の性能向上のために
技術的な支援をしていきます。

尾張

令和３年３月26日、
４月26日　尾張東部地域における令和３年産の水稲高温耐性新品種「なつきらり」

の作付面積は、５経営体で8.7haとなりました。うち、２経営体は作業分
散及び省力化を目的に、「なつきらり」では管内で初めて不耕起Ｖ溝直播
で栽培することとし、３月26日及び４月26日に播種が行われました。作付
面積は1.7haです。
　今後はAgrilook（人工衛星技術を用いた営農支援システム）による生育
予測を活用し、適期収穫などの栽培管理指導を行っていきます。

放牧され草を食む繁殖牛

なつきらりの播種の様子

食味会の様子
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若手ブドウ生産者がブドウの交配を学ぶ！

大府市

西尾の抹茶、今年の一番茶は４月19日に収穫開始

西尾市

管内初 グロリオサの輸出に向けて打合せ開始

碧南市

知多

令和３年５月８日

　大府４Ｈクラブに所属する若手ブドウ農家が、10年程前から交配にチャ
レンジしている農家から交配の方法を学びました。先駆けて取り組んでい
る農家は、雄しべを取り除く実演を交えて説明し、「本来の作業の合間に
できるよう、できるだけ手間をかけないこと」「まずは一度やってみるこ
と」等の助言を行いました。若手ブドウ農家は、交配する時期やその後の
管理等について積極的に質問しており、意欲の高さが窺えました。

西三河

令和３年４月
　西尾の抹茶の原料である碾茶の収穫が、昨年より一週間早い４月19日か
ら始まりました。また、５月１日には、西尾市上町の稲荷山茶園公園で西
尾の抹茶八十八夜行事が開催され、新茶の茶摘みセレモニーが行われまし
た。
　行事の終了後、西尾市茶業組合の稲垣宏紀組合長から、「今年の一番茶
は、昨年の初夏から夏頃の長雨とその後の干ばつの影響で10％ほど減る見
込みだが、３月から４月にかけての高温、適度な降雨、凍霜害がなかった
ことから品質は良好なものがとれる。」と今年の出来栄えについて報告が
ありました。例年では、５月10日頃から本格的に一番茶の収穫が行われる
が、今年は５月初旬からになる見込みです。

西三河

令和３年５月14日
　碧南市でグロリオサを栽培する生産者が、自ら育種を手がけた「プレ
シャスムーン」等の輸出に向けて、市場、ＪＡ及び農業改良普及課と、輸
送・発注方法等について協議を行いました。出荷物は、通常の国内出荷と
同様の方法で市場に集荷された後、市場担当者が「エコゼリー」等の鮮度
保持剤を処理した上で、空港へ配送されます。よって、生産者は梱包作業
や輸送費等の負担なく輸出が可能となります。
　最初は出荷量の多い「プレシャスムーン」や「ファイヤーバード」の予
約販売から開始し、主にロシア、オーストラリアへ出荷する予定です。生
産者は、新たなオリジナル品種も育成していることから、農業改良普及課
では引き続き種苗登録等、権利保護を支援していきます。

西尾キャンペーンレディによる茶摘み

ほ場で市場担当者に品種の説明をする生産者

実演の様子
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コロナに負けない！観葉植物のドライブスルー販売を実施

ＪＡあいち中央本店
総合センター駐車場

（安城市）

耕畜連携　飼料用トウモロコシの播種が始まりました

豊田市高岡地区

東栄町下川角地区が獣害対策機器「陣」を設置

東栄町川角

西三河

令和３年５月９日　コロナ禍で即売会等の人が多く集まるイベントが中止されている中、人
との接触が少ないドライブルー形式による観葉植物の販売が実施されまし
た。安城市広報誌やＪＡの本支店などで告知があり、事前にネット上で注
文から代金決済までが行われました。そのため当日は、注文者に商品を渡
すだけとなり、接触を極力減らすことができました。初めての試みでした
が、生産者、安城市職員、ＪＡ職員、農業改良普及課で協力し、滞りなく
85セットを販売することができました。また、商品には、安城市温室園芸
組合の紹介文を同封することにより、購入者に組合の活動などをＰＲする
ことができました。

豊田加茂

令和３年４月12日
　水田作経営体で飼料用トウモロコシの播種作業が始まりました。管内で
の飼料用トウモロコシの作付けは今年で４年目で、春作・夏作で各３haの
栽培を実施する予定です。昨年度の栽培で初期生育の改善が課題となった
ため、今年度は４月中旬にほ場を適切に乾燥させた状態で播種を行いまし
た。
　農業改良普及課では今後も継続して、各種調査や技術指導を行い、収量
の改善に努めます。

新城設楽

令和３年４月16日
　令和３年４月16日（金）、東栄町下川角地区に獣害対策機器「陣」（滋
賀県オート工芸社製）を２台設置しました。当地区は獣被害防止のため、
集落を侵入防止柵で囲いましたが、地権者の所在が不明となり、柵が張れ
ない場所があるため、そこから主にシカが侵入し問題となっていました。
「陣」は、センサーが動物を感知すると、音と光を発して獣を追い払う機
器です。農業改良普及課は、今後、この機器の効果を確認するとともに、
より効果的な活用方法を検討していきます。

ダイズの播種機を用いた播種の状況

「陣」設置の様子

購入者に商品を手渡す生産者
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大規模水田作農家に飼料用米の作付けを推進

豊橋市、豊川市

西郷地域にからまる棒が試験導入される

豊橋市石巻平野

鉢物部会青年部がＧＷフェアを実施

田原市

東三河

令和３年５月14日　豊橋市北部に位置する西郷地域では、シカによる苗木の食害が問題と
なっており、西郷地域環境保全隊有害鳥獣捕獲組合（以下、西郷捕獲組合
とする）は、５月からくくりわなによるシカ捕獲を開始しました。
　これに合わせて、西郷捕獲組合から農業改良普及課に「くくりわなの捕
獲補助器具である『からまる棒』を使ってみたい」と相談がありました。
これを受けて、農業総合試験場等と共に「からまる棒」受け渡し時に設置
上の留意事項等の講習を行いました。当日は西郷捕獲組合員３名が参加
し、現地で実際に「からまる棒」を設置し、留意点を確認することができ
ました。

田原

令和３年４月８日
　ＪＡ愛知みなみ鉢物部会青年部による新たな取組として、「道の駅赤羽
根ロコステーション」で鉢物ＧＷフェアが開催されました。実施期間は
ゴールデンウィークの４月30日～５月５日で、訪れた観光客を旬の鉢物で
もてなしました。青年部として自らの生産物を直接消費者に届けたいとい
う想いから今回の企画が決まり、実施期間中は常に大盛況でした。農業改
良普及課では、農協と協力して部会員による自主的な活動を支援していき
ます。

東三河

令和３年４月　飼料用米の作付けを推進するため、農業改良普及課は経営試算表と主食
用品種を用いた飼料用米の栽培暦を作成し、ＪＡ豊橋とＪＡひまわりに情
報提供しました。
　両ＪＡと協議の結果、作成した資料をＪＡから大規模水田作農家である
受託部会員に周知することとなりました。ＪＡ豊橋では、受託部会員へ郵
送で情報提供しました。ＪＡひまわりでは４月23日に飼料用米に関する説
明会を開催し、農家12名が出席しました。農業改良普及課も出席し、ＪＡ
と分担して栽培暦と経営試算について説明しました。

GWフェアの宣材写真

写

設置された「からまる棒」設置された「からまる棒」

写真等なし
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